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私
わたくし

たた 、知的
 て き

障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

家族会
かぞくかい

た、、知的
 て き

障害児者
しょうがいじしゃ

たより 幸せな日常生活を

目指して、日々心を一つに活動してまい ます。そして、いつよ日か、優しさ

につつまれた、全てよ人々が幸せに生きていける世よ中よ到来
とうらい

を希求
ききゅう

します。 

 

 知的
 て き

障害児者
しょうがいじしゃ

たよ存在を不幸なこととし、世よ中よ営
いとな

たかからたた隠
かく

たししてき

た悲しい時代が長く続きました。今、そよ存在が多様性
たりうせい

たよ一つとして尊重
そん ょう

たさ

れるべきであると考える、多くよ先人
せんじん

たよ 尊
とうと

たい取 組かよ先に、世よ中に受け

入れられる土壌
どじょう

ができつつあ ます。 

 

 知的
 て き

障害児者
しょうがいじしゃ

た、、かわいそうな人
たと

達
た 

たであ ましょうか。いわるる健
けん

常者
じょうしゃ

たよ

当た 前よ日常こそ奇跡
き せ き

たなよです。人が生きていくために必要な心や身体よ

複雑
ふくざつ

な働
、たら

きが、どれ一つ過不足
か ぶ そ く

なく連携
れんけい

していけることこそあ えない幸せな

よです。そよことを思う時、 私
わたくし

たた 、皆、共に生きる仲間
な か ま

たであることに気づ

きます。 

 

 しかしながら、知的
 て き

障害児者
しょうがいじしゃ

たが、自力
じ  き

たで日常生活を営
いとな

たここと、現実的で、

あ ません。当た 前よ日常よために、、足 ないところを補完
ほ か ん

たする 営
いとな

たかが

かかせません。今、地域で支え合い、共生
きょうせい

たするという考え方が広く認知
に ん  

たされ

つつあ ます。私た 、、それに加えて、知的
 て き

障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

たを一つよ地域社会と

して、直接的に支える仕組
し く

かよ維持
い じ

、拡充
かくじゅう

が大切と考えます。 

 

私
わたくし

たた 、、知的
 て き

障害児者
しょうがいじしゃ

たよ幸せな日常生活実現よ仕組
し く

たかを作るためよ前向

きで地道
じ か  

なそして、たるまぬ活動を続けていくことを、ここに宣言
せんげん

します。 


